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 ウータン・᳃と⏕άを⪃える会は᮶ᖺ30࿘ᖺを㏄えます。⏕まれたての㉥ちゃんが一➃の኱人になって
いる㸦はずの㸧ᖺ᭶ですから┦ᙜなものです。൅はウータンにཧຍして9ᖺᙅのまだまだⱝ㍮モノですが、
ึᮇからいるメンバーはもっと㛗い㛫、᭶にᩘᅇのミーティングを㞵ニモマケズ、㢼ニモマケズ、会ሗㄅ

を123ྕもⓎ⾜するなどコツコツとάືを⥆けています。それでもメッタなことでは⑂れず、代⾲のすᒸ
さんはじめ一ྠワイワイやっています。そして、᭱㏆は20代の≀ዲきなヤングメンバーも㞟まってきて、
ྂくからウータンを▱る᪉からも、「᭱㏆ウータン㡹ᙇってるネー㸟」というኌを㡬ᡝしております。 
 そんなウータンが、「㛵すᆅᇦNGOຓᡂプログラム」からຓᡂ㔠をいただいて今ᖺᗘ⾜ってきた事ᴗが
あります。そのྡも「࣋テランにᏛࡪ㸟ボルネオの᳃をᏲるための᝟ሗ཰㞟とศᯒຊ」。ウータンの㛗ᖺの

▱ᜨと⤒㦂をḟ世代にᘬき⥅いでいこうと企⏬しました。 
 ᫖ᖺ 10᭶ 9᪥に交㔝ᕷのዟᮧさんのご⮬Ꮿවレインボーサークル事ົᡤで⪺いた「ウータンのこれま
でを᣺り㏉る〜ラミンキャンペーンはなぜᡂຌしたか〜」では、ᙜ᫬ά㌍したメンバーが᠜かしいラミン

ᮦキャンぺーンのグ᠈をコンコンと᥀り㉳こし、άືᒎ㛤やᡓ␎、⾜ືに㝿してព㆑していた事を᣺り㏉

って᪂しいメンバーとඹ᭷しました。11᭶3᪥にἨబ㔝ᕷとᓊ࿴⏣ᕷで⾜った「࣋テランのᢏを⥅ᢎ㸟〜
㈠᫆ で⸽る、యᙜたりㄪᰝのコツ〜」では、㔮り人やᕤሙのᏲ⾨さんにᐇ㝿に㸦イキナリ㸧ヒアリング

をするなど、⌧ሙならではのయ㦂ᆺのオモシロおかしな一᪥となりました。 
 11᭶15᪥にウータン事ົᡤで㛤ദした「WEBからの᝟ሗ཰㞟ศᯒ〜࣋テランの㢌の中を“ぢえる໬”㸟
〜では、⚄๓ඛ⏕やすᒸさんから、⭾኱なᩘあるデータから᭷┈な᝟ሗ཰㞟を⾜うコツを、エコツアーཧ

ຍの኱Ꮫ⏕も交えて࿴ẼあいあいとᏛびました。 
 さて、今ᖺの 1᭶には代⾲のすᒸさんと᪂㐍Ẽ㗦の 20代ዪᛶ㸰人が「࣋テランからⱝᡭへのඹྠ⌧ሙ
ㄪᰝでの᝟ሗ཰㞟とศᯒຊの⥅ᢎ」と㖭ᡴって㸱人で᪑❧ちました。㯇しき“⨾ዪと㔝⋇”㸦オランウータ

ン㸽㸧の᪑かとᛮいきや、そこはウータンにごཧຍなされる“かしましፉ”、ᅽಽⓗなⱝさとエネルギーで

すᒸさんをᅽಽ、ツッコミ‶㍕の᪑となったようです。 
 ᙼዪたちがఱをどのように࣋テランからᘬき⥅いだかはさておき、井下さんが「ⱝᡭからもᏛびたい」

とおっしゃってくれたように、ඹにᏛびྜい、ボケとツッコミの⤯えないάẼ⁄れる会をこれからも⥆け

ていきたいとᛮいます。ຓᡂプログラムのᡂᯝは、⌧ᅾ企⏬中の「パームプランテーションၥ㢟とἾⅣᆅ

ၥ㢟について伝えるᩍᮦసり」などに⏕かしていく予ᐃです。㸦▼ᓮ㞝一㑻㸧 

【ウータンά動グ㘓】 
2016/11/19 グローバル人ᮦ⫱ᡂ(኱Ꮫコンソーシアム኱㜰) 㸦ゲストティーチャー㸸Ṋ⏣㸧 
11/26 とよなかᕷẸ⎔ቃᒎ㸦ブースฟᒎ㸸井下、Ṋ⏣㸧 
12/6 ༡ ᱜᑠᏛᰯㅮ⩏㸦ゲストティーチャー㸸Ṋ⏣㸧 
12/10 パームἜᏛ⩦会「アブラヤシ᱂ᇵにおけるᑠ㎰のᙺ๭とㄢ㢟」㸦ㅮᖌ㸸⚄๓、➟ཎ㸧 
12/15 ᖖ☬会Ꮫᅬ኱Ꮫ㸦ゲストティーチャー㸸Ṋ⏣㸧 
2017/1/9〜1/19,24,2/24 インドネシアゼၥ㸦すᒸ、Ṋ⏣、㏆⸨㸧 
1/28⥲会にむけて「今ᚋのウータンのᅾり᪉を⪃える」ワークショップ 
2/4,5 ワン・ワールド・フェスティバルฟᒎ 
2/4,5,7 ㅮ₇会「NGOがㄒる㸟⇕ᖏᯘのリアルな⌧≧㹼ボルネオの᳃ᯘ◚ቯとᮧ人のᬽらし㹼」㸦すᒸ、 
▼ᓮ、Ṋ⏣㸧 

2/12 ⥲会にむけて「今ᚋのウータンのᅾり᪉を⪃える」ワークショップ 
2/20, 23,24 JICA事ᴗマネジメント◊ಟ(ྲཱྀ ㅮ㸸Ṋ⏣) 
2/25 ウータン⥲会 
3/4 グリーン㐃ྜ㛵す኱㞟ྜ㸦▼ᓮ、Ṋ⏣㸧 
11/22,12/13,12/20,12/27,1/10,1/24,1/31,2/14,2/21,3/7,3/14 ウータンミーティング 



 People(43) FNPF/ジュルンブンのマネージャー・イサム 

㸫俺たち、ᢌඥ伐採したら、ౡ௎しなければならなくなるᲛౕ௎は᣻ᙲだよᲛ― 
 
 

  
                                TPNPの䝆䝳䝹䞁䝤䞁にて(写┿・文/Badman Nishioka) 
  
  
  「寡黙やなあ。䜲䝃䝮、もっと喋ってほしい」と言っても、にこっと笑ってぽつぽつと喋る。しかし、 

実行は必ずする。そ䜣な男が䜲䝃䝮だ。䝍䞁䝆䝳䞁䞉䝥䝔䜱䞁国立公園の䝆䝳䝹䞁䝤䞁の䝬䝛䞊 

䝆䝱䞊。以前は違法伐採に従事していたと言う。この男䜢今年是非とも招聘して喋らせたい。 

「いっぱい伐採してしまった。金もある程度䜢儲けた。一人前とは言䜟ないが、9万䝹䝢䜰になっ 

た時は驚いた。だが、自分たちの住䜣でいる所䜢見ると、環境が悪く変䜟ったなと思った。伐採 

の仕事は辞めだと。自分の首䜢絞めているみたいだから䞉䞉」と、夜が更けてから言う。 

今は䜰䜾䝻䝣䜷䝺䝇䝖䝸䞊と泥炭湿地の管理や農作物䜢作り、泥炭湿地の中に植林䜢もしている。 

䜲䝃䝮の子どもはすやすや寝たので、䝍䜸䝹䜢かけた。植林もみ䜣なが知らないうちに実行して 

いるのだろう。何種類の苗䜢植えているかと聞くと、詰まって「え䞊と、30種類ほど。適地に植え 

る予定だ」という。写真䜢撮っていたら、「やっぱりこの T䝅䝱䝒は嫌やなあ䡚」と言って裏返しに 

しだした。「監獄からの䝯䝑䝉䞊䝆みたいだから䞉䞉」と䜲䝃䝮。そうや、植林地獄かもしれない䟿 



2017年 3᭶ Ṋ⏣ ⿱希子 

国立公園内ブグルエリアで今起こっていること 

2017年 1᭶ 9᪥㹼19᪥、⚾にとって 5回┠となる⌧地入り。今回は、す岡と㏆⸨(み)と三人

で向かいました。多くの学びやⓎぢがあった中で、᫝㠀ⓙさんにいち᪩くお届けしいたい事と

して、ⅆ⅏後の᳜⏕変化と、⌧地の⎔境ᩍ⫱について᭩かせていただきます。 

⌧場に㊊しげく㏻うローカル NGOだからこそぢえてくる変化やẼ付き。ⅆ⅏後、Friends of the 

National Parks Foundation (FNPF)が他のᵝ々なセクターや住Ẹを上手く巻き㎸んで、άⓎに

ά動を展㛤しているᵝ子が伝われば幸いです。彼らと共に⌧場に居られる幸㐠に感ㅰしつつ…。 

 

⇒∏∆の海 

ブグルは、いつもゼれるタンジュンハラパンᮧの対岸少し下ὶにある国❧公園入口から一᫬㛫

⛬Ṍいたところに位⨨する、FNPFが᳜ᯘを㐍めてきたエリアです。ウータンのエコツアーとし

て⚾も᳜ᯘを⾜いました。ṧ念ながら 2015年の大つᶍ᳃ᯘⅆ⅏で大きな⿕害を受けましたが、

Care for Tanjung Putingという᪂しい団体➼を中心として、クマイの⏫に住む人㐩も┒んに᳜

ᯘά動を⾜って᳃ᯘ回復が┠指されている、ẚ㍑ⓗアクセスのⰋいエリアです。 

ここにほぼẖ᪥㏻っている FNPFスタッフはハドランさん。彼に᱌内してもらいながら、FNPF

の小屋より奥のエリアについてⅆ⅏後の᳜⏕回復ㄪᰝを⾜いました。 

ᶞ✀名をハドランさんに尋ねながらグ㘓を付けていくうち、⚾はある㐪和感にẼ付きました。

「これは㸽」「Galam〔ガラム〕」。「このᮌは㸽」「Galam」。「これも Galam㸽」「そうだよ。」…。

ⓑっぽい幹と➲のᵝな平⾜のⴥ⬦、ⓑみがかった⥳Ⰽ

のⴥとそのⴥ先のピンクⰍが≉徴ⓗだなとㄆ㆑できる

と、ぢΏす㝈り Galamばかりが⏕いⱱっていることに

Ẽ付かされました。⇞えṧったᮌだけでなく、㊊元に

は Galamのⱆがびっしり⏕えています。2㹼3cmの小さ

なⱆから⭸丈を㉸す⛬に成㛗しているものまで、ᵝ々

な≧態ではあるものの全㒊 Galamなのです。㏆⸨にイ

ンドネシアㄒでヒアリングしてもらって分かったことは、Galamが

ⅆ⅏後優位に❧つᶞ✀だということでした。ⅆ⅏᫬の⇕によって✀

がⓎⱆするそうで、こうした≉性は⣬の原ᮦᩱとしてプランテーシ

ョン᱂培されているアカシアと同じなのだそうです。アカシアの᳜

ᯘ⏝ⱑを作る᫬には㘠で✀を↻てから᳜え付けるというヰでした。 

ここでは Galamの勢力があまりにも強くて、FNPFが᳜ᯘしたⱑも

㈇けてしまい上手く⫱ちそうにないということです。Galam㐩同士

も⃭しく➇合しているᵝで、㔝⳯の✀をⵗいてᬻく後の㛫引き前の

ᵝな≧態である場所が多くぢられました。 
Galamに負けている植林した苗 



参加者 60人規模の宿泊⇙∙⇡∑⇻ァ∞⇝≋環境教育イ⇿∙⇮≌ 

1/14(土)㹼15(᪥)、FNPFの事務所によく出入りしているアルバインさんが主体となって⎔境

ᩍ⫱が㛤かれるというので、⚾㐩は先に上グㄪᰝを῭ませて待ちᵓえる᱁好で参加しました。

アルバインさんは、ᵝ々な⌮⏤で学ᰯを㎡めてしまった中㧗⏕に勉強をᩍえている、冗ㄯ好き

でフレンドリーな 30代くらいの᪉です。FNPFは基ᮏⓗにサポートに徹していました。ⅆ⅏┤後

Care for Tanjung Puting主催の大つᶍな᳜ᯘイベントも同じ感じであったものと想像されます。 

⯪にトラブルがあり当初よりも 3㹼4᫬㛫㐜れての到╔でしたが、みんなトラブルには慣れて

いて、㔜い㣗ᩱやキャンプをᴦしむⅭのギター➼を担いでᴦしそうにぞろぞろと到╔しました。 

参加⪅は 60人㸟」ᩘの学ᰯから中㧗⏕、パンカランブンからアグリビジネス専攻の大学⏕、

そのᩍ授、FNPFスタッフに加えて国❧公園からも 2名のスタッフが参加していました。これま

でも FNPFの⎔境ᩍ⫱を何度かぢて᮶ましたが、ここまで多ᵝな人が多ᩘ参加し、FNPFスタッフ

以外がそれぞれ主体性を持ってά動しているᵝ子をぢるのは初めてで、わくわくしました。 

到╔後はみんなテキパキと、㣗事作りやキャンプテント㸦ᮌを⧅いだロープにブルーシートを

掛ける大⫹な作り㸧タ営、㡰にỈᾎびとそれぞれの作ᴗに取り掛かりました。何人かに㉁問し

て㦫いたことは、ここへ᮶るのは初めてや 2回┠という子が多かったことです。スムーズな団

体⾜動に感心します。夜のᬯい᳃の中、みんな㍯になってランプを囲み夕㣗を取りました。 

夕㣗後、FNPFリーダーのバスキさんが大学⏕を㞟めて Galamについての㆟ㄽを始めました。

前㏙の㏻り今ここは Galamのᾏです。しかし強ㄪされるのは、アカシアやパームが外᮶✀であ

るのに対して、Galamが在᮶✀だという事です。᭦に、Ⲩれた〄地から᳃ᯘにうつり変わるとい

う᳜⏕㑄⛣のほⅬから、これはましな≧態ともゝえるᵝです。Ⲩ地として᭷名な、イネ⛉のチ

ガヤに似たアランアランというⲡでそわれた土地は、その≧態が㛗く⥆き᳜ᯘによる᳃ᯘ回復

も㞴しい。ᶞᮌが存在すると、その㝜にⲡは⏕えず、᭦にⴠちⴥが堆✚して他のᵝ々な✀のᶞ

ᮌがⓎⱆのᶵ会を得るそうです。しかしᮏ当にこの Galamのᾏが他のᶞᮌが⫱つ᮲件を創出で

きるのか、まだバスキさんにも分かりません。もし Galamを㥑㝖するなら人手が必せですが、

抜いた Galamに⏝㏵が↓いなら㈝⏝㠃で厳しい。Galamのά⏝アイデアとしては、⯪を作る㝿に

ᮌの⧅ぎ┠に(接╔剤?)使うらしいとか、ἾⅣ地保全のⅭにカナルブロッキング(Ỉ㊰堰きṆめ)

のᮦᩱにする(Ỉに強い?)らしいとか、ᾘẘ作⏝のあるアロマオイルとして᭷名なカユプティと

分㢮学ⓗに㏆いらしいというヰを⪺きました。今後は大学⏕の◊✲にもᮇ待されるところです。 



2015 年火災から2017 年タンジュン・プティンの森林再生へ    す岡Ⰻ夫 

 

䛆森林は死なない!  1%にかける生命力―焼けた根元から萌芽し、焼けたᓶをᓳとして新芽出るᲛ】 

2015 年 9月䠍8日䚸䝍䞁䝆䝳䞁䞉䝥䝔䜱䞁国❧公園䛷䛿ἾⅣ地䛾森林䛷ⅆ⅏䛜拡大䛧䛶䛔䛯䚹䜸䝷䞁䜴䞊䝍
䞁保ㆤ䝉䞁䝍䞊䛾䝟䜴䝸䝚䝇君䛸FNPF䠄Friends of the National Parks Foundation䠅䛾䝯䞁䝞䞊䛸合ὶ䛧
䛶䝆䝳䝹䞁䝤䞁地区䛷予定外䛾㙠ⅆ作業䛻加䜟䜛䚹8 月末䛛䜙ⅆ⅏䛜Ⓨ⏕䛧䚸ἾⅣ‵地帯䛾森林䜈䜒ⅆ⅏䛜
広䛜䛳䛶䛔䛯䚹䛣䛾䝆䝳䝹䞁䝤䞁䛿村䛛䜙外䜜䛯川上䛻䛒䜚䚸䝞䝇䜻䛯䛱䛜䜰䜾䝻䝣䜷䝺䝇䝖䝸䞊䛸⎔境教⫱䛾

場䛻䛧䛯䛔構想䜢持䛳䛶䛔䛯所䛰䚹䛧䛛䛧ⅆ⅏䛿⚾䛯䛱後Ⓨ⤌䛜去䛳䛯後䜒㙠ⅆ䛷䛝䛪䚸10月初䜑䜎䛷⥆䛟䚹 
䛣䛣䛜㙠ⅆ䛩䜛前䛻䚸今度䛿公園内䛾䝤䜾䝹䚸䝟䝎䞁䞉䝇䞁䝡䝷䞁地区䛜⇞䛘出䛧䛶䛔䛯䚹5䞄月䛜⤒䛳䛶㞵

䛜㝆䜚出䛧䛶䚸䜔䛳䛸ⅆ⅏䛜䛺䛟䛺䛳䛯䚹FNPF䜔村人䛯䛱䛜植䛘䛯 250ha䛾䛖䛱 90ha䛜⇞䛘䛯䛸䛔䛖䚹 
䛣䛾 2017年 1月䚸㏆⸨䚸武⏣䛥䜣䛸䝆䝳䝹䞁䝤䞁䚸䝤䜾䝹䛷䛾森林再⏕䛾☜ㄆ䛸䚸一㒊䛾ⅆ⅏Ⓨ⏕䛾検ド

䛾作業䜢⾜䛳䛯䚹䜽䝬䜲䛾 FNPF 事務所䛻Ἡ䜎䛳䛯後䚸一㊰䚸䝆䝳䝹䞁䝤䞁䛻向䛛䛖䚹䛣䛣䛿今年⚾䛯䛱䛜招
⪸䛧䜘䛖䛸䛩䜛䜲䝃䝮䛯䛱䛜䜰䜾䝻䝣䜷䝺䝇䝖䝸䞊䚸森林再⏕䛻改䜑䛶取䜚⤌䜣䛷䛔䜛所䛰䚹 

2015年に260万haの森林➼が燃え、CO2排出㔞も日本よりはるかに多い16.5億トンの⿕害を出し 
たインドネシアでは、2016年に㞵も㐺度に㝆ったので、火災が少なくなったこともあり、タンジュン・ 
䝥䝔䜱䞁䛾䛒䛱䛣䛱䛷䜒⥳Ⰽ䛾森䛜回復䛧始䜑䛶䛔䛯䚹䝆䝳䝹䞁䝤䞁䛷䜒䚸䝬䝛䞊䝆䝱䞊䛾䜲䝃䝮Ặ䜙䛜森林 

䜔ἾⅣ‵地䛾≧態䜢既䛻ㄪ䜉䛶䛔䛶䚸䝪䝷䞁䝔䜲䜰䝝䜴䝇䛾前䛾ⲡ䜐䜙䛜元䛹䛚䜚䛻戻䜚䛰䛧䛶䛔䛯䚹 
㹙左・2015年 9᭶のジュルンブンのⅆ⅏/右・2015年 11᭶ブグル地区の᳃ᯘⅆ⅏㊧に᳜ᯘを㛤始㹛 

   
[下左・ジュルンブンἾⅣ‵地のⅆ⅏㊧ 2016年 1᭶/右・2017年 1᭶、回᚟始めるἾⅣ‵地の᳃ᯘ] 

   



 
 
䛆火災からᳺ吉᳻の泥炭湿地の森林再生へ、そしてᳺ大吉᳻のみどりの「絶滅危惧種が住める回廊作り」へ䛇 

⚾䛯䛱䛿ἾⅣ‵地䜈⾜䛟䚹䛭䛾奥䛿倒䜜䛭䛖䛺木䛜倒䜜䛶䛟䜛䛛䜒▱䜜䛺䛔䛾䛷䚸初日䛿様子䜢伺䛔䛺䛜

䜙植林䛧䛯所䜢☜ㄆ䛧䛶䚸⣙䠍年䛷䛹䜜䛰䛡成㛗䛧䛯䛛巻尺➼䛷図䜛䚹⩣日䚸ἾⅣ‵地䛾森䛾一㒊䛻分䛡入䜛䚹

䜲䝃䝮Ặ䛜⚾䛯䛱䜢䝃䝫䞊䝖䛧䛶䚸危㝤䛜↓䛔所䛷≧態䜢☜ㄆ䛩䜛䚹䝟䜲䜸䝙䜰䛾ⲡ本䜔小₤木䛜䛒䛱䛣䛱

䛻ⱝⱆ䜢出䛧䛶䛔䜛䚹↝䛡䛯木䛿根䛜死䜣䛷䛔䛺䛛䛳䛯䜙䛧䛟㐪䛖所䛛䜙ⴌⱆ䛧䚸既䛻䠍.5䇶4m 䛾㧗䛥䛻䛺䛳

䛶䛔䜛䚹 

武⏣䛥䜣䛿䛂⚾䛿ἾⅣ‵地䛾森林䛿復元䛧䛶䛟䜛䛾䛸思䛳䛶䛔䛯䜘䛃䛸䛒䛳䛡䜙䛛䜣䛸ゝ䛖䛜䚸昨年 1 月䛻一

㒊䛾ἾⅣ‵地䛻分䛡⾜䛳䛯時䛻䚸䝞䝇䜻Ặ䛷䛩䜙一㒊䛾倒䜜䛶根元䜎䛷┿䛳㯮䛻↝䛡䛯木䜢ぢ䛶䚸䛂䛣䛾䜘䛖

䛺䛯䛰䜜䛯木䛿再⏕䛜困㞴䛛䜒䛧䜜䛺䛔䛃䛸ゝ䛳䛶䛔䛯䚹䛭䜜䛜再⏕䛧䛶䛔䜛䚹全䛟䛣䜣䛺再⏕䛜早䛔䛸䛿予

想䜒䛧䛺䛛䛳䛯䚹䛩䛤䛔⏕命力䛰䚹森䛿⡆単䛻死䛺䛺䛛䛳䛯䟿䛰䛜大ⅆ⅏䛻䛺䜜䜀䚸⤯⁛危惧✀䜸䝷䞁䜴䞊

䝍䞁䚸䝔䞁䜾䝄䝹䚸䜼䝪䞁䛯䛱䛜安全䛺所䛻㏨䛢䛯䜘䛖䛻䚸⏕態⣔䛰䛡䛷䛺䛟村人䛯䛱䛾⏕ά䜢䜒⬤弱䛻䛩䜛䚹

䛰䛛䜙䛣䛭䚸䜲䝃䝮䛯䛱䛿䛣䛾↝䛡䛯森䜢再⏕䛥䛫䜛䛯䜑䛻ἾⅣ‵地䛻植林䜢始䜑䛯䚹広⠊囲䛾ἾⅣ‵地䛾

植林䛾例䜢余䜚⪺䛔䛯䛣䛸䛜䛺䛔䚹䡞Trial and Error䡟䛾Ẽ持䛱䛰䜝䛖䚹実⾜䛩䜛中䛷失敗䜒䛒䜚䚸䜎䛯何䛛䜢
ぢ出䛩䚹 

2016 年䛛䜙始䜎䛳䛯再⏕ィ⏬䚹新䛯䛺ἾⅣ‵地䜈䛾植林䛸䚸↝䛡䛶完全䛻死䜣䛷䛔䛺䛛䛳䛯樹木䛜䝭䝑䜽
䝇䛧䚸森䛾復元䛜出来䜛䛛䜒䛧䜜䛺䛔䚹⣙ 10 年䛛䛛䜛取⤌䜏䜈䛾挑戦䚹1 䛴䛾ἾⅣ‵地䛷再⏕䛜㐍䜣䛰䜙䚸

次䛾所䛸䛾㐃携䜢図䜛森作䜚䛜出来䜛䚹䝤䜾䝹䛿䚸伐採䛥䜜䛶乾⇱䛧䛯森䛾再⏕䛾例䛰䚹⣙ 10 年䛷凡䛭元䛾
森䛸変䜟䜙䛺䛔≧態䜎䛷復元䛧䛯䠄⾲⣬䛾森䠅䚹既䛻実⾜例䛜䛒䜛䛛䜙䚸彼䜙䛿再⏕䛻取䜚䛛䛛䜜䜛䛾䛛䞉䞉䚹 
 䝤䜾䝹䛾森䜒昨年 1月䛻䛿↓残䛺↝䛡㔝原䛸䛺䛳䛶䛔䛯䚹㞵䛜㝆䜚出䛧䛯 2月以㝆䚸ぢ事䛺成㛗䜢䜏䛫䛶 

䛣䛣䛷䜒 80䠿䡉-䠐䡉䛾㧗䛥䜎䛷伸䜃䛶䛔䜛樹木䛯䛱䚹植
林䜘䜚䚸↝䛡䛯䛜早䛟伸䜃䛯木䜒䛒䜛䛜䚸彼䜙䛿何時⏕

命䛜⤯䛯䜜䜛䛛䜒䛧䜜䛺䛔䛛䜙䚸植林䛿必せ䛺䛾䛰䚹

大ⅆ⅏䛜䛒䜜䜀全䛶䛜䛺䛟䛺䜛䚹䛣䜜以上䛾ⅆ⅏䜢止

䜑䛽䜀䛺䜙䛺䛔䚹 泥炭湿地のこれ以上の㛤発は不

せで、㸰次林䜔村ⴠ林䜢保全䛧䛶⾜䛛䛽䜀䚸䜎䛯大ⅆ

⅏䛜䛒䜜䜀対応出来䛺䛔䚹㙠ⅆ䝏䞊䝮䛜ᾘ㜵体制䜢

作䜛䛯䜑䛻各村䛷必せ䛰䜝䛖䚹䜎䛯ἾⅣ‵地䛿乾⇱䛜

㐍䜣䛷䛔䛺䛔≧態䛺䜙䚸␗常䛺ⅆ⅏䛜㉳䛝䛺䛔䛰䜝䛖

䛸䚸䝇䞁䜺䜲䞉䝥䝖䝸ἾⅣ‵地䛷実感䛧䛯䚹ἾⅣ‵地䛾回    2011年ブグルで3年┠のニャトウが3㹫、右㸧2017年 

復䛜㔜せ䛺せ⣲䛷䚸䛣䛾実施䛜⤯対必せ䛸③感䛧䛯䚹     ⅆ⅏で↝けたがṚんでないᶞᮌのᡂ㛗⣙

 

2015年インドネシア火災 

2016年火災発生件数 

2015年のインドネシア260万ha/ by林業省 

㈨料:WRI 



2017年3月／missy

超・現場主義ローカルNGOのFNPFだからこその強み・弱みがある。彼らの活動に耳を傾け
てみると、彼らならではの活躍、そして外部者である私たちの役割も見えてくる気がする。 

現場主義ならでは

FNPFの経験 
～植林地の現場から 
森林再生のために 
現場に泊まり込んで 
日々、植林に励み 
事後のモニタリングや 
消防パトロールにも 
手を抜かないFNPFが 
現場の経験から 
得てきた 
こと。 通説を覆す挑戦 

湿地に生える 
　Shorea belangeranの 
植樹＠高地・乾燥地 

に成功
実体験 

　植林＝（イコール） 
結果が約束されない重労働

プロジェクト
に振回される 
申請書通りの 
目標達成

苦労 
苗木の成長≠100% 
火災で消える植林

常時観察 
作業地に常駐するスタッフ 

× 
観察力＆分析力

苗木の生育 
樹種・条件による
生育の違い自然現象 

火災後の植生変化

外部との協働で叶えたいこと 
現場で起きている／取り組んでいること 
失敗も含めたすべてが研究材料となる。

研究
情報発信

環境教育 
注目の 
誘致

植林／ 
森林再生の改善＝ 
低コスト＆効率的

現場での経験から 
失敗も成功もすべてを 
伝えること・・・ 

それは、FNPFの大事な 
役割のひとつ



2017年3月／missy

FNPFのCEO・バユさんと面会 
2017年1月中旬、FNPFの設立者兼代表であるバユさん（本部のバリ事務所で勤務）が、
カリマンタンを訪問しました。１週間弱の滞在でジュルンブンでの新プロジェクト（ボラ
ンティア受入強化のための施設建設）の視察・打ち合わせや、お客さんとして連れてきた
主要ドナーやボランティアのもてなし（＝観光）をこなすという、日本並みに詰まった　
スケジュールをこなすバユさん。その合間を縫って、ウータン（西岡、武田、近藤）と　
お話しする時間をいただきました。ウータンメンバーが複数でバユさんと落ち着いて話す
機会は、今回が初めて。まずは関係構築から…といきたかったのですが、そもそもバユ　
さんと話す時間がとても限られていたことから、取り急ぎ、消防資材輸送の進捗状況と　
そのためにウータンが集めた寄付金についての話題を共有し、共通認識を図りました。 
数日間だけですがバユさんと行動を共にした所感としては、「団体の代表として、先見的
にビジネス的な視点を交えながら経営・運営を真剣に考えている方」でした。 

（左）日本の消防ホースを見ながら情報共有：左から２番目がバユさん　（右）FNPF集合写真

ウータン・ニュース

湿った森で見た、火災の爪跡の小ささ 
西カリにある、莫大な量のCO2貯蔵庫である泥炭湿地。Nさんに同行して訪れたスンガイ 
・プトゥリについて私が知っていたのはそれくらいだった。現場入りすると、少し貧弱だ
けどまだ豊かな森。大きく価値のある材木が取り尽くされた最近になって、やっと地元住
民による小規模な伐採がなされているだけ。森の入口が数haだけ燃えていた（昨年の乾季
に起きた火災）が、私の知るタンジュン・プティンの火災跡とは違う点がいくつか見受け
られた。燃えたのは入口のみ（人の手が多く入り乾燥化がより進んでいたのだろう）で　
あること、表層の泥炭は燃えたものの砂地が露わになるまでは至らず１mの泥炭層が残っ
ていること、泥炭層がより深く湿っている森の奥には引火せずに自然消火していること。
同じ泥炭湿地でも「湿った森」はこうも火災の影響が小さいのかと驚きを隠せなかった。

（左）入口だけが燃え、奥には森が残る　（右）湿った／乾いた泥炭。後者は火災の燃料になる

コラム



2017 年度総会の報告（まとめ） 
2017 年 2 月 25 日(土)＠大阪・梅田で開かれたウータン総会では、昨年と同様、総会に向けての　
事前ワークショップ等を踏まえての発表・議論が行われました。事前準備を企画したのは、2015年
インドネシア大規模森林火災以降から積極的に新企画や団体運営を担ってくれている、武田裕希子
さん。参加者の顔ぶれとしては、普段の事務局会議メンバーに加えて顧問の大西裕子さん（元・弁
護士）を迎えての開催となり、リスクヘッジを含んだ活動の進め方などの話題にもおよびました。 

2016 年度活動報告と2017 年度活動計画 
2016年度の反省として年間活動計画の一部が実行されなかったことを受け、現状の課題分析の発表
と改善策の提案が行われました。（会計報告は修正が必要となったため、次号で報告いたします。）
 

タンジュン・プティン地域外で
の活動も視野に入れて・・・

活動の手を広げすぎている 
（各活動について目標が認識
できないまま動いている） 

いま抱えている課題 改善策（2017年度に取り組む）

一部のメンバーに業務が集中
（次々頁の「2016年度ウー
タン活動一覧表」を参照）

メンバーの個性・スキルが活
かされていない 
（前年の年間計画では、　　
半強制的に担当を指名）

現地（ボルネオ）の状況変化
に対応できていない

お金、人、ルールが足りない 

一覧にして「見える化」 
＝前年度より詳細な計画の　
作成

「リソース発掘・ワーク　　
ショップ」の開催

プロジェクト（期間と目的
が明確な活動）の開始 
（例）教材作り、生協　
アンケート、スポット植林等

第１火曜日： 
議題を「ボルネオでの活動」
に絞る

第３火曜日： 
議題を「組織改善」に絞る

上記を実行すれば・・・ 
自ずとウータンのリソース
とやるべきこと（方向性）
が見えてくる！

計画に沿って実行する＆
チェックする仕組みをつくる

・簡単な企画書（予算、目的、
対象、期間等明記）を提出 
・教材販売には信頼される組織
体制等が必要 
・人手不足の悪化に留意 

多少活動が制限されても 
丁寧に活動内容＆組織体制
を考え直す一年にしたい！ 

ミーテイングを毎週開催し、　
各週のトピックも決めておく

（例）事務局メンバー・　　
メーリス運用による意思決定



（左）懇親会での集合写真　　　　　　　　　　　　（右）総会にて、武田より課題と改善策の発表

パームプランテーション問題と 
泥炭地問題について伝える教材作り 

○対象：高校生（次年度以降、さらに内容をかみ砕いて対象年齢を下げる） 
○内容：ムービーとワークショップ手引き 
○スケジュール（案）：2017 年 5 月中にムービー作成、今年度中に高校で一度は実施  
○目指す方向（ブレーンストーミング中→今後議論を深めて焦点を絞る）： 
・仲間を増やす 
・消費の在り方を見直す 
・より多くの人に広める 
・企業を動かす 
・寄付を集める 
・エコツアー参加者を増やす 
・販売ツールとして会の収入に繋げる、等々… 

プロジェクト案① 
教材作り

協力者・ 
アイディア出し 
募集中！！

植林を「片っ端から植える」から賢いデザインへ 
　～燃えた泥炭湿地の森林回復・New方法論 

大火災で再生困難になった泥炭湿地の”節約”重視の森林回復方法。詳細はウータン会議まで！

プロジェクト案② 
スポット植林（仮）

スポット植林後の植生回復
小屋

５種

川 ５種

５種 ５種

５種

５種

５種

ギャラリー・フォ
レスト（植林地）
から種が運ばれ、
周辺の植生が回復

おまけ：追加の植樹
小屋

川

追加として適当にバラバ
ラと木を植えていっても
いい（本数や場所には特
にこだわらない。できる
範囲での追加）



2016年度ウータン活動一覧表
活動 担当（コア） 関係者（サブ） 2016年2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2017年1月 2月 3月

ファンドレイズ
地球環境基金 石崎、西岡 近藤
地球環境日本基金 西岡、近藤、石崎
真如苑／協議会 石崎、武田、近藤、西岡 奥村、井下、笠原、神前
火災対策費用募金 石崎、近藤、井下 藤原、西岡

消防ホース＆ポンプ 石崎、西岡、近藤、武
田、藤原、加納 神前、米澤、井下、前川

JICA 西岡
イオン 武田、西岡、石崎、近藤 神前
イベント

パーム油学習会 （講師）鈴木さん、神
前、笠原

スタツア説明会 西岡、近藤、武田
エコツアー 石崎、近藤 神前、武田、西岡
現地訪問の受け入れ 近藤 石崎、西岡
ワールドエキスポ
現地報告会 武田、石崎、神前、藤原
豊中市環境展 井下、武田
ワンフェス（ブース）
キャラバン（ワンフェ
スのプログラム含む）

石崎、橋本、大谷、武
田、近藤、西岡

外部セミナー・会議等 への参加
伊勢志摩サミット 石崎、加納
持続可能な消費ネット
RSPO 石崎、武田
ITTO 西岡
ワンフェス for Youth 石崎
環境省とNGOの意見
交換会 石崎

消費から持続可能な社
会をつくる市民ネット
ワーク（幹事団体）

石崎

講演・WS・取材等の 受託
毎日新聞取材 石崎
みのおFM電話インタ
ビュー

石崎

関学経済学部 石崎
近畿の環境団体情報交
流会 石崎

エコネットカフェ 石崎
龍谷大学 石崎
JICAセミナー 石崎
コープこうべ 石崎
シニア自然学校 石崎
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材育成講座 武田
あどぼの放課後 武田、近藤 石崎、中井さん
南港桜小学校出張授業 武田 石崎
常盤会学園出張授業 武田 石崎
三条ラジオカフェ出演 武田、石崎
コミュニケーション
会報誌 米澤
ウェブサイト 加納、橋本
ドキュメンタリー作成 石崎、中井さん 武田、近藤
サイボウズ導入 加納
運営

総会 武田、近藤、西岡、石崎 藤原、井下、神前、加
納、橋本

会計（助成金以外） 井下
研修・セミナー等参加
JICA事業マネジメント
研修 武田

アブラヤシ研究会 石崎、武田、近藤、笠原
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2017年 3᭶ Ṋ⏣ ⿱希子 

ডথইェスと 3 নਚ७঑ॼーについて 

2017年 2᭶ 4᪥(土), 5᪥(᪥)、ワンワールド・フェスティバル㸦ワンフェス㸧に今年も参加

しました。また、今回は当初⌧地メンバー㸦Friends of the National Parks Foundationのイ

サムさん㸧をゲストにᣍいてのセミナーを企⏬していたので、せっかくのᶵ会をάかそうと、

ワンフェス㛤催地の大㜰だけでなく 5᪥(᪥)京㒔, 7᪥(ⅆ)ᮾ京でもセミナーを⾜いました。 

大変ṧᛕなことに、イサムさんはマラリアをⓎ⑕してしまったⅭ、今回᮶᪥することが出᮶ま

せんでしたが、代わりにムービーを作ᡂし、1᭶にΏ⯟したメンバーから⌧地報告を⾜って、セ

ミナーは予定㏻りの᪥᫬で実᪋されました。お㝜ᵝでセミナー参加の延べ人ᩘは 100人と大┒

ἣとなりました。おᛁしい中ご参加下さったⓙᵝにこの場を借りてお♩を⏦し上げます。 

 

∕∙フェスについて 

ワンフェスは今年 24回┠の㛤催となり、2᪥㛫の合ィ᮶場⪅ᩘは 25,000人だったとのことで

す。ウータンは今年も大㜰市北区Ẹセンターの 2㝵会場にブースをᵓえ、⇕帯ᯘが◚壊されて

いる⌧≧や、その原因であるパームプランテーションとその影㡪、そこで⏕⏘されるパームἜ

と⚾たちのᬽらしの⧅がり➼についてお伝えしました。 

以下、井下⚈子より今回のブース内容についてご報告いたします。 

㊊をṆめてもらうにはクイズもいいかも、と今回は⇕帯ᯘクイズをやってぢました。 

Q1.⇕帯ᯘがなくなると㸽 

①  ᬮ化が㐍む ② ᾴしくなる ③ 同じ 

(␗常Ẽ㇟がひどくなるかどうか、の᪉が㐺切とい

うពぢも参加⪅から出ました) 

Q2.⇕帯ᯘの⏕≀は、᪥ᮏとくらべて 

① 少ない ② 同じ ③ 多い ④ すごく多い 

という ウータンㄞ⪅には初Ṍⓗな問㢟から 

Q3.⇕帯ᯘでガンの⸆が᥇れる ウソ㸽ホント㸽 

というちょっとディープな㉁問に。 

「⇕帯ᯘは、Ẽ候を✜やかにして␗常Ẽ㇟を㜵ぎ、

⸆の原ᩱなどの㈗㔜な㈨※を与えてくれる」と、

᪥ᮏの⚾たちにとってのメリットをㄆ㆑してもら

うタ問です。その上で、⇕帯ᯘがアブラヤシプラ

ンテーション㛤Ⓨで失われ、オランウータンなど

も⤯⁛のᜍれがあることを写┿パネルで伝えます。 

᭱後の㉁問。「そうやってつくられたἜを使って

いるのはどれ㸽」 



ラーメン、アイスクリーム、ポテチ、チョコなどのパッケージから㑅んでもらいます。 

おとなも子どもも、┿剣に⪃えて「ラーメン㸽」「ポテチ㸟」「全㒊」 

Ⰽんなやりとりをしながら、⇕帯ᯘ、アブラヤシと⚾たちのᬽらしとのつながりをឤじてもら

えていたらうれしいです。᭱後に、「パームἜを使っていない、⣧国⏘のポテトチップスがこれ

です」とコメἜのポテトチップスをぢせると ㈙っていかれる᪉もかなりありました。 

 

新たな試み≆ドキ∋∇∙タ∐∞∆∞ビ∞『森をふたたび』 

▼崎㞝一㑻による企⏬として以前から‽備を㐍めていたものでしたが、この度イサムさんが᮶

᪥できないというハプニンングを受けて、⌧地の声を届けるⅭにインタビューᫎ像が㇏富なシ

ョート∧をᛴピッチで作ᡂしました。 

作ᡂしていただいたのは、ドキュメンタリーᫎ像

作家の中井伸介さん。中井さんは 2015年のエコツア

ーにもご参加いただき、2016年8᭶ᮎ㹼11᭶初᪪ ⌧

地にてᫎ像を᧜り⁀めしていただきました。インタ

ビュー⩻ヂは坂井⨾✑さんや㏆⸨⨾Ἃ子、ナレーシ

ョン原✏は主に▼崎が作ᡂし、⚾(Ṋ⏣)がㄞみ上げ

をᢸ当しました。 

大ៃてで作ᡂした 17㹼18分のムービーでしたが、ᮇ待以上のご好ホを会場のⓙさんから㡬く

ことができました。アンケートや┤᥋㡬いたおゝⴥを一㒊ご⤂介します。「⌧地のᵝ子がよく分

かった」「㐣去㐪ἲ伐᥇に㛵わっていった彼らが、今は᳃ᯘ再⏕に尽力しているという事にឤ動

した。」「彼らのリーダーであるバスキさんが、学Ṕは㛵係ないとㄒっていたおヰがⰋかった。」 

今、⌧地で㉳こっていることは何なのか㸽失われた᳃を再⏕させるために᳜ᯘを⥆ける彼らの

姿。大変な᳜ᯘ作ᴗの⤒㦂に基づく「ᮌをきるな㸟」というゝⴥの㔜み。ᫎ像の力をᨵめてㄆ

㆑し、事務局ではこのようなムービーとワークショップᡭ引き➼をセットにしたᩍᮦ作りに今

後取り⤌みたいね、というពぢが出ています。 

このムービーをごぴいただけるᶵ会をまたタけたいと企⏬中ですので、まだごぴになっていな

い᪉は᫝㠀お㉺し下さいませ。 

 

セミナ∞内容 

ムービーの後は、す岡Ⰻ夫と⚾から 1᭶のΏ⯟報告

として⌧地のᵝ子をお伝えし、▼崎㸦ᮾ京は JATAN

の中司喬之さん㸧からパームἜと⚾たちのᬽらしと

の⧅がり、㈼いᾘ㈝⪅を┠ᣦして実㝿に出᮶ること

をご⤂介した上で、3㹼6人に分かれてディスカッシ

ョンを⾜いました。 

す岡は、3ヶᡤで微妙にⓎ⾲内容が␗なりますが、

র੩ಇஂさん 



多くの写┿をⓙさんにぢていただきながら、2015年の大つᶍ᳃ᯘⅆ⅏と実㝿に参加したᾘⅆά

動のᵝ子、インドネシアᨻ府の対ᛂ➼にもゐれた上で、1᭶にぢられた᳜⏕回復(ⅆ⅏後)のᵝ子

をⓎ⾲しました。 

⚾は、パームプランテーションに㛵する基♏ⓗな内容と、プランテーションが↓⛛序にᣑ大す

ることによるᵝ々なᝏ影㡪、とりわけἾⅣ地㛤Ⓨとⅆ⅏の㛵係、この↓⛛序なᣑ大の⫼ᬒとし

て⚾㐩の「いつも、安く、たくさんḧしい」というニーズがある事についてⓎ⾲しました。 

中司さんや▼崎からは、パームἜが㌟㏆なあらゆ

る〇品に使われていること、その 80㸣が㣗品である

こと、ᣢ⥆可⬟なパームἜのための円卓会㆟(RSPO)

や、᪂たな取り⤌みとして『プランテーション・ウ

ォッチ』の⤂介がありました。 

http://plantation-watch.org/ 

 

ディスカッシ∍∙ 

大㜰では、「⌧地でこんなに大変なことが㉳こって

いると初めて▱った。」というឤ᝿や、「ウータンや

⌧地 NGOが᳜ᯘしている土地はどのような᪉ἲで取

得された土地なのか㸽」「どんなᶞ✀を᳜えている

のか㸽」という具体ⓗな㉁問➼がありました。 

京㒔では、「一␒Ⰻい᪉ἲはἜの使⏝㔞をῶらすこ

とではないか㸽そのⅭにはライフスタイルを変え

るᚲせがある。」「パームἜが多くᾘ㈝されているフ

ァーストフード店はⱝ⪅にとってたまり場のせ⣲

が強いのかもしれない。だとすると、それに代わる

別の場づくりがᚲせ。」「商品を㈙う᫬に原ᮦᩱをぢ

ることは今すぐできること。しかしそもそも⾲♧やマークがついていなければ㑅ぶことができ

ない。よりⰋい⾲♧をᾘ㈝⪅側からồめていくᚲせがある。」といったពぢが出されました。 

ᮾ京では、ウータンとも付き合いの㛗い NGOの᪉々が多く㊊を㐠んで下さいました。また、企

ᴗに勤められている一⯡の᪉から地᪉で市㆟をな

さっている᪉、ᩍ師の᪉など幅広くお㉺しいただけ

ました。「今だけ㔠だけ⮬分だけという㢼₻をどう

ᡴ◚するか㸽」「ᾘ㈝⪅のㄆ㆑が低いことが᰿ᮏ原

因。」「パームἜのㄆ㆑をⲡの᰿ⓗに広げることが大

事。」「中㛫ᴗ⪅によるマージンが多すぎるとឤじて

いる。フェアトレードのような⪃えが㔜せ。」➼ά

Ⓨな㆟ㄽが⧞り広げられました。 ७঑ॼー৏、ূ਎の NGO’s と ७঑ॼー৏、ূ਎の NGOs と 



インドネシアの森林້໎―泥໗地とアブラヤシ― 

           神前 㐍一 

 

㉥㐨直下䛾䜲䞁䝗䝛䝅䜰䛻䛿䜸䝷䞁䜴䞊䝍䞁䜔䝔䞁䜾䝄䝹䛺䛹䛾多様䛺㔝生生物䛜住䜐広大䛺熱帯林䛜

䜂䜝䛜䜚䠈䛭䛣䛿森䛸共䛻暮䜙䛧䛶䛝䛯人䚻䛾生活䛾⯙台䛷䜒䛒䛳䛯䚹䛭䛾森林䛷䛿商業伐採䠄䛛䛴䛶䛿大

半䛜㐪法伐採䠅䛜㐍䜏䠈䜰䝤䝷䝲䝅䜔䜰䜹䝅䜰䛾䝥䝷䞁䝔䞊䝅䝵

䞁䜈䛸大つ模䛻㌿換䛥䜜破壊䛜㐍䜣䛷䛔䜛䚹2015 年䠕䡚10 月

䛻䝇䝬䝖䝷島䛸䝪䝹䝛䜸䠄䜹䝸䝬䞁䝍䞁䠅島䜢中心䛻今世⣖䛻入䛳

䛶最大つ模䛾森林火災䛜発生䛧䠈四国䛾㠃積䛾 1.4倍䛾⣙ 260

万 ha䛾森林䛜焼失䛧䛯䚹熱帯㞵林䛷䛿⮬然状態䛷䛣䛾䜘䛖䛺大

つ模火災䛜発生䛩䜛䛣䛸䛿⪃䛘䛻䛟䛔䛜䠈今回䛾火災䛾多䛟䛿

泥炭地䛜䝟䞊䝮油䛾原料䛸䛺䜛䜰䝤䝷䝲䝅㎰園䜔⣬䝟䝹䝥原料

䛾䜰䜹䝅䜰植林地䛻㌿換䛥䜜䛯周㎶䛷発生䛧䛶䛔䜛䚹泥炭地䛸

䛿森䛾木䚻䛛䜙䛾有機㉁䛜未分ゎ䛾䜎䜎水分䜢多㔞䛻含䜣䛰

地中䛻堆積䛧䛯䜒䛾䛷䠈深䛥䛿 20m 䛻䜒及䜆䛣䛸䛜䛒䜛䚹泥炭湿

地䛿䜲䞁䝗䝛䝅䜰䛾䝇䝬䝖䝷島東㒊䜔䜹䝸䝬䞁䝍䞁島南㒊䛻広䛟

分布䛩䜛䛜䠈㎰業利用䛥䜜䜛䜘䛖䛻䛺䛳䛯歴史䛿新䛧䛟䠈1980 年代後半䛛䜙排水㊰䜢掘䛳䛶乾燥化䛧䛯䛾

䛱䠈䜰䝤䝷䝲䝅䜔䜰䜹䝅䜰䛾大つ模䝥䝷䞁䝔䞊䝅䝵䞁䛻㌿換䛥䜜䛶䛝䛯䚹 

泥炭地䛿排水䛥䜜䛶乾燥化䛩䜛䛸䠈地下䛾堆積物䛜⮬然䛻分ゎ䛧䛶多㔞䛾 CO2 䜢発生䛩䜛䛸䛸䜒䛻䠈

森林火災䛜多発䛧䛶大㔞䛾CO2䜢放出䛩䜛䛣䛸䛻䛺䜛䚹国㝿䜶䝛䝹䜼䞊機㛵䛿化石燃料燃焼䛻䜘䜛䜲䞁䝗

䝛䝅䜰䛾 CO2排出㔞䜢年㛫 4.36億䝖䞁䠄2014年䠅䛷世界 13位䛸䛧䛶䛔䜛䛜䠈䜲䞁䝗䝛䝅䜰政府䛿 2011年

䛻中国䠈⡿国䛻次䛠世界 3位䛾 CO2排出国䛷䛒䜛䛸䛾報告書䜢発⾲䛧䛯䚹䛭䜜䛻䜘䜛䛸 2005年䛾排出㔞

䛿 21 億䝖䞁䛷䠈78䠂䛿䛂土地利用䞉土地利用㌿換䞉森林䛃䛛䜙䛾排出䠈䛴䜎䜚森林伐採䞉火災䛛䜙䛾排出㔞

䠄8.4 億䝖䞁䠈41䠂䠅䛸泥炭地䛾破壊䞉分ゎ䛻䜘䜛排出㔞䠄7.7 億䝖䞁䠈37䠂䠅䛷䠈泥炭地䛻由来䛩䜛排出㔞䛿

世界䛾 58䠂䜢占䜑䜛䛸䛥䜜䜛䚹䛣䛾⤖果䜢䜒䛸䛻当時䛾䝴䝗䝶䝜政権䛿原生林䛸泥炭地䛾新つ㛤発䜢凍⤖

䛩䜛政策䜢打䛱出䛧䛯䚹2015年の森林ⅆ⅏によるCO2排出㔞は 9月と 10月で 16億トン余りと推定
され㸪同期㛫の⡿国とḢ州全体を合わせた排出㔞を上回った。 

泥炭地䛷䛾火災䛿地下䛾泥炭層䜢伝䛳䛶䛟䛩䜆䜚䛺䛜䜙燃䛘広䛜䜛䛯䜑䠈一度火䛜付䛟䛸㙠火䛜㞴䛧䛟䠈

䜎䛯大㔞䛾煙䛸有害物㉁䜢発生䛩䜛䚹䛣䜜䛜煙害䠄䝦䜲䝈䠅䛸呼䜀䜜䠈2015 年䛾煙害䛿䛂21 世⣖最大䛾環

境犯⨥䛃䠄䠎015年 11月 5日付䛾⡿科学ㄅ Nature䠅 䛸ゝ䜟䜜䜛䚹䛣䛾煙害䛿国境䜢㉺䛘䛶䝬䝺䞊䝅䜰䜔䝅

䞁䜺䝫䞊䝹䛻䜒㐩䛧䠈䝅䞁䜺䝫䞊䝹䛷䛿 2 日㛫䛻䜟䛯䜚全䛶䛾小中学校䛜休校䛸䛺䜚䠈䜲䞁䝗䝛䝅䜰国営䜺

䝹䞊䝎⯟空䛰䛡䛷 400 便以上䛜欠⯟䛩䜛䛺䛹䠈市民生活䜔⤒済活動䛻䜒大䛝䛺影㡪䜢及䜌䛧䛯䚹䛣䛾火

災䛻䜘䜛健康⿕害䜒深刻䛷䠈䜲䞁䝗䝛䝅䜰䛰䛡䛷 6900万人䛜有害䛺煙䜢吸䛔䠈50万人以上䛜呼吸器⣔疾

患䜢患䛳䛯䛸䛥䜜䠈⡿䝝䞊䝞䞊䝗大学等䛾研究䛷䛿東南䜰䝆䜰 3䛛国䛷 1万 300人䛜早死䛻䛧䛯䛸推定䛧

䛶䛔䜛䚹䜎䛯㔝生生物䜈䛾影㡪䜒深刻䛷䠈世界䛷䜹䝸䝬䞁䝍䞁䛸䝇䝬䝖䝷䛻䛧䛛生息䛧䛺䛔䜸䝷䞁䜴䞊䝍䞁䛾

中カ䝸䝬䞁タ䞁州

州 

ボἽネオίカリマὅタὅὸ島 



⣙ 3 分䛾䠍䛜火災䛾危機䛻䛥䜙䛥䜜䠈䜹䝸䝬䞁䝍䞁各地䛷火災䛾䛯䜑䛻焼䛡死䜣䛰䜸䝷䞁䜴䞊䝍䞁䛜報告䛥

䜜䛶䛔䜛䚹 

2015年䛾大つ模森林火災䛿䠈強䛔䜶䝹䝙䞊䝙䝵現㇟䛾䛯䜑䛻 3䛛月以上䜋䛸䜣䛹㞵䛜㝆䜙䛺䛛䛳䛯䛣䛸

䛜䛭䛾⫼景䛻䛒䜛䛜䠈Nature ㄅ䛜䛂今世⣖最大䛾環境犯⨥䛃䛸呼䜣䛰䜘䛖䛻人為的䛻引䛝㉳䛣䛥䜜䛯犯⨥

䛺䛾䛷䛒䜛䚹䜲䞁䝗䝛䝅䜰䛿䝬䝺䞊䝅䜰䜢抜䛔䛶世界最大䛾䝟䞊䝮油生産国䛸䛺䛳䛯䛜䠈䜰䝤䝷䝲䝅䛾栽培

地䛿䝇䝬䝖䝷島䛸䜹䝸䝬䞁䝍䞁島䛾泥炭地䛻㞟中䛧䛶䛔䜛䚹䜰䝤䝷䝲䝅㎰園企業䛻䛸䛳䛶䛿䠈森林火災䛷焼

失後䛾土地䛿䠈整地䛾手㛫䛜省䛡⫧沃度䜒増䛩䛯䜑䠈新䛧䛟䜰䝤䝷䝲䝅䜢植䛘䜛場所䛸䛧䛶最㐺䛷䠈䛭䛾

䛯䜑現地䛾住民䛻㔠䜢払䛳䛶栽植予定地䛾森䛻火䜢付䛡䛥䛫䛶䛔䜛䛸䛾報告䜒多䛟䠈一方䛷㎰民䜢⤌⧊䛧

䛶火䜢付䛡䛥䛫燃䜔䛧䛯土地䜢㧗䛔値段䛷売䜛䝻䞊䜹䝹䜶䝸䞊䝖層䛾存在䜒指摘䛥䜜䛶䛔䜛䚹 

䛣䛖䛧䛯事態䛻対䛧䠈2015 年䛾森林火災䜢機䛻䜲䞁䝗䝛䝅䜰䛾䝆䝵䝁䜴䜱大⤫㡿䛿泥炭地㛤発䛾全㠃禁

止䛸䜰䝤䝷䝲䝅新つ㛤発䛾5年㛫凍⤖䜢発⾲䛩䜛䛸䛸䜒䛻䠈大⤫㡿直属䛾泥炭復⯆庁䠄BRG䠅䜢タ立䛧排水

㊰䜢堰䛝止䜑䛶泥炭地䛾水位䜢上䛢䛶泥炭地䜢回復䛩䜛䛺䛹䛾政策䜢打䛱出䛧䛶䛔䜛䚹䜎䛯火災䜢㉳䛣䛧

䛯䝥䝷䞁䝔䞊䝅䝵䞁企業䛻⭾大䛺㢠䛾㈺償䜢求䜑䠈乾燥化䛧䛯泥炭地䛾回復䜢命䛨䠈森林火災䜢⧞䜚㏉䛥

䛺䛔䜘䛖䛻監ど䛸取䜚⥾䜎䜚䛾強化䜒㐍䜑䛶䛔䜛䚹䛣䜜䜙䛾政策䛾成果䛸䜶䝹䝙䞊䝙䝵現㇟䛾⤊息䛻䜘䜚䠈

2016年䛾森林火災発生件数䛿前年䛾5分䛾䠍程度䛷推移䛧䛯䛜䠈2017年䛿

乾燥䛧䛯気㇟条件䛜予測䛥䜜䠈2015年䛾大火䛾再来䛜懸念䛥䜜䛶䛔䜛䚹 

一方䠈欧⡿䛷䛾䝟䞊䝮油䛻㛵䛩䜛消㈝⪅意㆑䛾㧗䜎䜚䜢受䛡䠈䜰䝤䝷䝲䝅

䝥䝷䞁䝔䞊䝅䝵䞁企業䜔㣗品䜔油⬡䞉洗剤等䛾䝟䞊䝮油巨大企業䛿䠈RSPO

䠄持⥆可⬟䛺䝟䞊䝮油䛾䛯䜑䛾円卓会㆟䠅䛻参加䛧䛶ㄆド䜢得䛯䝟䞊䝮油䛾

生産䞉ㄪ㐩䞉㈍売䜢㐍䜑䛶䛝䛯䚹䛥䜙䛻㏆年䛿䜘䜚厳䛧䛔 NDPE䠄森林破壊䝊䝻䠈

泥炭地破壊䝊䝻䠈労働⪅䛾搾取䜢䛧䛺䛔䠅基準䜢宣ゝ䛩䜛巨大企業䜒増加䛧

䛶䛔䜛䚹 

䜲䞁䝗䝛䝅䜰䛾森林火災䜔䜰䝤䝷䝲䝅㎰園㛤発䛻伴䛖問㢟䛿䠈㐲䛔国䛾ヰ 

䛷䛿䛺䛟䠈私䛯䛱䜒知䜙䛺䛔䜎䜎加害⪅䛻䛺䛳䛶䛔䜛䛛䜒䛧䜜䛺䛔䛾䛷䛒䜛䚹日本䛷私䛯䛱䛿䛥䜎䛦䜎䛺〇品

䛻含䜎䜜䜛䝟䞊䝮油䜢年㛫 5kg 以上消㈝䛧䛶䛔䜛䛜䠈䜎䛰䜎䛰䝟䞊䝮油䛻䛴䛔䛶䛾情報䛜不㊊䛧䠈䛹䛾〇

品䛻䝟䞊䝮油䛜使䜟䜜䛶䛔䜛䛛䜒䜋䛸䜣䛹知䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛺䛔状況䛻䛒䜛䚹  

䛂䜴䞊䝍䞁䞉森䛸生活䜢⪃䛘䜛会䛃䛜 10年㏆䛟支援䛧䛶䛝䛯䜲䞁䝗䝛䝅䜰䞉中䜹䝸䝬䞁䝍䞁州䝍䞁䝆䝳䞁䝥䝔䜱

䞁国立公園䛸䛭䜜䛻㞄接䛩䜛䝝䝷䝟䞁村䛷䜒䠈泥炭

地䜢破壊䛧䛶䜰䝤䝷䝲䝅䛾䝥䝷䞁䝔䞊䝅䝵䞁㛤発䛜

㐍䜏䠈䜸䝷䞁䜴䞊䝍䞁䛺䛹䛾㔝生生物䜒生息地䛜失

䜟䜜䛶危機䛻瀕䛧䛶䛔䜛䚹䛣䛖䛧䛯䛺䛛䛷地元 NGO

䛾 FNPF䠄Friends of the National Parks Foundation䠅 

䜔村人䛾手䛻䜘䜚䠈2015 年䛾森林火災䛷焼失䛧䛯

森林䜢回復䛩䜛䛯䜑䛾原生種䛾植林䛜㐍䜑䜙䜜䠈

森林火災䛾消火体制䛾確立䜒図䜙䜜䛴䛴䛒䜛䚹 

RSPO の持⥆可⬟な

パームἜㄆドラベル 

最㏆は日本でも᳜≀Ἔ⬡と一括した⾲♧からパー

ムἜ㸪ナタネἜなどを≉定した⾲♧が増えてきた 

きた 



䝟䞊䝮油学習会第 6弾報告「䜰䝤䝷䝲䝅栽培におけ䜛小農の役割と課題」 

 12月 10日㸦土㸧に大㜰ᱵ⏣の⪷パウロ教会で⾜われた今回の学⩦会では、㏆年増加がⴭ
しく↓どできない存在となってきた小㎰によるアブラヤシ⏕⏘の≧ἣについて、大㜰大学で

教官をされていた⚄前㐍一さんと、元小学校教ㅍで「ウータン・᳃と⏕άを⪃える会」の古

くからのメンバーである➟原ⱥ俊さんにおヰをしていただきました。 最初に⚄前さんから、

「小㎰㸦smallholder㸧」の定⩏など基本ⓗなことと小㎰の増加の⫼景などをㄝ明していただ
きました。「小㎰」とはどんな人たちをさすのか、さまざまなㄝ明があるのですが、おおむね、

小㎰とされる人たちに㛵する⤫ィでは、一㎰家あたりの栽培㠃✚はほぼ 2ヘクタールほどな
ので、だいたい 2ヘクタールほどのアブラヤシ㎰
園を所有している人というぐらいでイメージすれ

ばいいのではないかとのおヰでした。 
 そして、この小㎰のアブラヤシ⏕⏘㠃✚の割合

は、インドネシアで 2010年には 4割まで増加し、
マレーシアでもアブラヤシ栽培㠃✚の 40㸣を占
めており、増加傾向にあります。インドネシアで

はスマトラ島で多く㸦小㎰の栽培㠃✚ 300万ヘク
タールの 80㸣がスマトラで、カリマンタンは
15㸣㸧、とくにスマトラ島のリアウ州では 2005年
以㝆の増加が┠❧っています。 
 ただし、アブラヤシの果実は 24㹼48時㛫以内 

䜲䞁䝗䝛䝅䜰の部門別䜰䝤䝷䝲䝅収穫面積の推移      に工場で⵨して圧搾してパームἜを抽出する必せ 
（黒い部分が小農㸧         があり、この工場の✌働には最低でも㸱㸮㸮㸮ヘ

クタールの栽培㠃✚が必せとなるので、小㎰であっても、㏆くに大つᶍなプランテーション

の工場がなければ、アブラヤシの栽培で利┈をあげることはできません。小㎰のアブラヤシ

栽培も、大つᶍプランテーションに依存した存在で、アブラヤシの収✭後すぐにプランテー

ションの工場に㐠ばなければなりません。 
 最㏆ではウータン・᳃と⏕άを⪃える

会がかかわっているハラパン村の周㎶で

も、急㏿に小㎰のアブラヤシの᳜栽が㐍

んでいます。また、ハラパン村に㞄接す

るブダウンやクマイスブランのジャワ島

からの入᳜⪅の村では、小㎰によるアブ

ラヤシ⏕⏘がうまくいき、ハラパン村と 
ẚべても急㏿に㇏かになり、その差はṔ

↛としています。 
 䝝䝷䝟䞁村の周辺の䝆䝳䝹䞁䝤䞁区の個人農地に植え䜙䜜た䜰䝤䝷䝲䝅      



䝝䝷䝟䞁村の周辺の䝆䝳䝹䞁䝤                      ただし、小㎰といっても大きく二つに分

けられます。アブラヤシを搾Ἔ工場に持ち

㎸むこと以外は、⮬分で⊂❧してやる小㎰

と、プランテーション企ᴗと⤖びつきをも

ったプラスマとよばれる小㎰がいます。 
 もともと、アブラヤシ⏕⏘については、

㈋困ゎᾘのための小㎰⫱成という国の政

⟇があり、また、マレーシアのサラワク 州

では先住Ẹがᶒ利を持っている土地を政 

䜽䝬䜲䝇䝤䝷䞁道路沿いの小農䜰䝤䝷䝲䝅栽培 䠄2016年 8月䠅     府ᶵ㛵に㡸けて、プランテーション企ᴗと

合弁して、利┈を㓄分してもらうというタイプもあります。 
⮬分でアブラヤシを⏕⏘するのではなく、企ᴗなどに土地を提供して、地代だけを受け取

る人々、⮬分もアブラヤシ⏕⏘には携わるが、⮬分の土地ではなく、企ᴗが⟶⌮している㎰

園で働き、地代と⤥料を受け取る人々、⮬分の土地で働くが、企ᴗなどの強い⤫制を受けて

いる人々、㏆くにプランテーションと搾Ἔ工場ができたので、⮬分でアブラヤシの⏕⏘をは

じめた人などさまざまなタイプがあります。 
 マレーシアでの小㎰のアブラヤシ栽培では FELDA㸦Federal Land Development 
Authority㸧の存在が大きく、また、最㏆ FELDA ⮬㌟も大きく変わってきています。かつ
て、㐃㑥土地㛤Ⓨ庁としてⓎ㊊した FELDAは、2003年には FELDA  Holding♫として公
㛤会♫化し、世⏺最大のパームἜ⏕⏘会♫となりました。⌧在では㎰園㒊㛛から⢭〇・ὶ㏻・

Ἔ⬡化学工ᴗなど国内外で川下㒊分まで垂┤⤫合した巨大企ᴗ体となっています。1960年に
アブラヤシ栽培などの入᳜⪅を募㞟し、入᳜⪅をきびしくコントロールして、1990年までに
119,300世帯の入᳜を完了しましたが、1991年からは募㞟を停Ṇしました。小㎰を⫱成する
ということでは、成功したのですが、労働力は入᳜⪅だけでは㊊りず、インドネシア人の労

働⪅を㞠っており、その数は入᳜⪅数をこえています。 
 ➟原さんは、同志♫大学などで⾜われているアブラヤシ◊✲会に何度も参加され、プラン

テーションでは「弱くていじめられている㎰Ẹ」というイメージだった小㎰の≧ἣが大きく

変わっているのでないかとẼづき、いろいろとㄪべられて、今回はアブラヤシ◊✲会のメン

バーの報告などをもとにして、おヰをしていただきました。国営のアブラヤシ㎰園企ᴗなど

いくつかの㎰園の≧ἣを報告していただきましたが、そこでは、従来の先住Ẹなどの㎰Ẹは

土地を手放して、アブラヤシで利┈が上がることにẼがついた㎰園の⫋員や教師・公務員・

政἞家など他の⫋ᴗの人々、他の地域から来た人々が土地を㈙い入れて、人を㞠うなどして

アブラヤシ⏕⏘に参加し、かなりの収┈をあげている≧ἣにあること㸦インドネシアの大学

のベテランの先⏕の⤥料より多い㸧。ただし、以前はアブラヤシはあまりもうかるものではな

かったのが、アジア㏻㈌危ᶵでインドネシアの㏻㈌が下ⴠしたことにより、パームἜの値ẁ

が急㦐したことで、利┈が上がることようになり、アブラヤシの⏕⏘が急拡大し、小㎰がア

ブラヤシ⏕⏘に参加するようになったことなどが 4ヵ所の地域についておヰししてください



ました。 
 そして、⚄前さんが他の作≀にẚべて圧倒ⓗに㧗収入が期待できるため小㎰のアブラヤシ

栽培はどんどんふえているが、企ᴗのプランテーション㎰園にẚべ単収が半分㹼6 割⛬度と
低いこと、アブラヤシの᳜え替えの時に 3年ほど収入が㏵⤯えてしまうので、それを乗り㉺
えるのが㞴しいこと、アブラヤシ㎰園企ᴗに土地を提供したものの、㓄当㔠がなかなか支払

われずトラブルになっている事例もあること、大企ᴗよりも小㎰の方が手㍍に㛤Ⓨできてし

まうために᳃林の◚壊などをすすめてしまう、などの問㢟Ⅼを指摘されました。 
 ㉁問や意ぢもάⓎに出され、インドネシアの⤒῭を⪃えるときには「⳹僑」㸦中国⣔の人々㸧

のことも⪃えなければならないのではないかとの意ぢも出されました。   㸦⡿⃝⯆἞㸧 
 

パὊム油に発がん性ᾎ 

神前進一 

世界で最も多く消費さ䜜てい䜛食用油の䝟䞊䝮油は䠈生産過程で森林䜔泥炭地の破壊䠈温室効

果䜺䝇の排出䠈労働者の搾取䜔人権侵害など䜢引き起こすとして批判が高ま䜚つつあ䜛。こ䜜に加え

䝶䞊䝻䝑䝟では䝟䞊䝮油の安全性䜢懸念した動きが生じてい䜛。 

2016 年 5 月に䝶䞊䝻䝑䝟食品安全機関䠄EFSA䠅が䝟䞊䝮油の発が䜣性䜢公表したことに端䜢発す

䜛。䝟䞊䝮油は精製過程の最終段階で䜸䝺䞁䝆色と独特の臭い䜢取䜚除くために 240䡚260℃で処理

さ䜜䜛が䠈こ䜜に䜘䜚䜾䝸䝅䝗䞊䝹脂肪酸䜶䝇䝔䝹䠄GE䠅という物質が生成さ䜜䠈こ䜜が発が䜣性䜢持

つと結論付け䜙䜜た。䝟䞊䝮油に含ま䜜䜛 GE は他の植物油に比べて段違いに多く䠈次に多く含ま䜜

䜛䝁䞊䞁油の 7.5倍に達す䜛。粉䝭䝹䜽だけで育つ乳児は健康に影響䜢及ぼさないとさ䜜䜛量の 10倍

の GE 䜢摂取す䜛ため最も危険性が高く䠈乳幼児と子どもは平均的な量の摂取も避け䜛べきで䠈成人

では多量の摂取は健康上の懸念䜢生じさせ䜛と䠈摂取の制限が奨励さ䜜た。 

こ䜜䜢うけて欧米の朝食に欠かせない Nutella という䝏䝵䝁䝺䞊䝖風味の䝇䝥䝺䝑䝗など䜢製造す䜛䜲

䝍䝸䜰の菓子䝯䞊䜹䞊Ferrero社は䠈自社製品中の䝟䞊䝮油はGE䜢生じさせない 200℃以下で処理し

てい䜛ため安全との䜻䝱䞁䝨䞊䞁䜢 9 月以来䝔䝺䝡䝁䝬䞊䝅䝱䝹䜔新聞紙上で大々的に展開してい

䜛。䜲䝍䝸䜰では EFSAの決定䜢うけて小売䜚最大手の Coopが「予防措置」として全ての自社䝤䝷䞁䝗

製品か䜙䝟䞊䝮油䜢䝪䜲䝁䝑䝖し䠈最大の食品会社 Barilla 社も䝟䞊䝮油使用䜢中止し䠈「䝟䞊䝮油䜢

含まず」と包装に表示してい䜛。 

䝟䞊䝮油中の GE の存在は 2009 年に䝗䜲䝒の連邦䝸䝇䜽評価機関が初めて明䜙かにし䠈日本でも

花王が食用油䜶䝁䝘の特保指定䜢取䜚下げ䜛などの動きがあった。しかし日本も米国も䝖䝷䞁䝇脂肪

酸の摂取䜢制限し䠈䝟䞊䝮油が代替油として消費が伸びてい䜛。䝟䞊䝮油には GE だけでなく䠈酸化

防止剤の添加物 BHA䠈BHT の発が䜣性も危惧さ䜜てい䜛。健康には油䜢控え䜛食生活への転換が

必要と言え䜛だ䜝う。 

参考資料䠖Nutella maker fights back on palm oil after cancer risk study. Reuter 2017.1.11 

Nutella manufacturer: Palm oil in product is ‘safe’, despite cancer concern. Mongabay 2017.1.15 

 



World Forest News 世界の森林䝙䝳䞊䝇 
 

䝤䝷䝆䝹䜰䝬䝌䞁の森林破壊が前年よ䜚 29䠂増加 

䜰䝬䝌䞁䛾熱帯㞵林䛾約3分䛾 2䜢占䜑䜛䝤䝷䝆䝹䜰䝬䝌䞁

䛾森林破壊䛿䠈NASA⾨星画像䛾分析䛻䜘䜛䛸㐣去8年㛫䛷

最大䛸䛺䜚䠈前年䜘䜚 29䠂増䛾 7989㎢䛷 2012年䛻比䜉䜛䛸

75䠂増加䛧䛯䚹最大䛾原因䛿Cargill等䛾䜰䜾䝸䝡䝆䝛䝇䛻䜘

䜛大㇋生産䛾拡大䚹 [Mongabay 11月30日䜋䛛] 

世界の森林関連の汚職は年間290億䝗䝹と Interpol 

INTERPOL䠄国㝿刑事㆙察機構䠅䛾報告書䛷世界䛾森林㒊㛛

䛷䛾䛥䜎䛦䜎䛺形䛷䛾汚⫋䛻䜘䜛損失䛿年㛫 290 億䝗䝹䛻䛾

䜌䜚䠈森林保ㆤ䛾䛯䜑䛾国境䜢㉸䛘䛯協ㄪ䛧䛯法律䛾施⾜䛜

㔜せ䛷䛒䜛䛸指摘䛧䛶䛔䜛䚹 [Mongabay 12月8日] 

䜲䞁䝗䝛䝅䜰で泥炭地の開発全面禁止法が発効 

䝆䝵䝁䜴䜱大統㡿䛻䜘䜛泥炭地㛤発全㠃䝰䝷䝖䝸䜰䝮䛜成文化

䛥䜜発効䛧䛯䚹䛣䛾禁止措⨨䛿泥炭地䛾新つ㛤発䛰䛡䛷䛺䛟

既存䛾䝁䞁䝉䝑䝅䝵䞁内䛾㛤発禁止䜒含䜐䛜䠈政府䛜全国䛾

泥炭地䛾地図化䛸䝌䞊䝙䞁䜾䜢完了䛩䜛䜎䛷䛾期㝈付䛝䛷䛒

䜛䛺䛹䠈効果䜢疑問ど䛩䜛声䜒多䛔䚹 

[Jakarta Post 12月9日䜋䛛] 

北九州市の石鹸䝯䞊䜹䞊が効果的な森林消火剤開発 

北九州市䛾䝅䝱䝪䞁玉石䛡䜣䛿北九州大学䛸共同䛷東南䜰

䝆䜰䛾泥炭地火災䛾消火䛻効果的䛺石㮯䛛䜙作䜛泡沫消火

剤䛾㛤発䛻成功䚹少㔞䛾水䛷十分䛺効果䛜得䜙䜜䜛䛣䛸䜢中

䜹䝸䝬䞁䝍䞁州等䛷確ㄆ䚹 [日本経済新⪺ 12月22日] 

世界の違法伐採は減少の兆しが見䜙䜜ないと報告書 

40 人以上䛾科学⪅䜙䛻䜘䜛包括的䛺㐪法伐採䛾報告書䛿䠈

世界䛷取引䛥䜜䜛熱帯木材䛾 3分䛾 1䛜㐪法伐採䛻䜘䜛䜒䛾

䛷䠈つ制䛾抜䛡穴䛸組織的犯⨥䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛜原因䛷䠈年㛫

1520億䝗䝹䛻㐩䛧䠈世界䛾ODA総㢠䜢上回䜛䛸䛧䛶䛔䜛䚹 

 [Mongabay 12月30日] 

䜲䞁䝗䝛䝅䜰で先住民の村に初の土地権付与 

䝆䝵䝁䜴䜱大統㡿䛿公約䛻従䛔 9䛴䛾先住民䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛻初

䜑䛶慣⩦林䛾管理権䜢与䛘䛯䚹2013 年䛻憲法⿢判所䛜先住

民䛾慣⩦林䜢国䛾支㓄䛛䜙切䜚㞳䛩歴史的判決䜢出䛧䠈䛣䜜

䜢実現䛩䜛最初䛾政策䛰䛜䠈全国820万 ha䛾先住民慣⩦林

䛻対䛧 13100ha䛻䛩䛞䛺䛔䚹[Mongabay 1月4日䜋䛛] 

䝍䜲の䝻䞊䝈䜴䝑䝗密伐採と密輸は衰え䜢知䜙ず 

2013 年䛻䝽䝅䞁䝖䞁条約付属書䊡䛻指定䛥䜜䛯䝍䜲䝻䞊䝈䜴

䝑䝗䠄紫檀䠅䛿䝷䜸䝇䠈䝧䝖䝘䝮䠈䜹䞁䝪䝆䜰䛷枯渇䛧䠈䝍䜲䛾国

立公園等䛾保ㆤ林䛻残䜛紫檀䛿䠈密伐採䛥䜜䜹䞁䝪䝆䜰䛻密

㍺䛥䜜䛯後䠈偽㐀䛥䜜䛯㍺出チ可ド䛷中国䜈活発䛻㍺出䛥

䜜䛶䛔䜛䛸EIA報告書䚹  [Mongabay 1月5日] 
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森林変化の䝣䝸䞊䜸䞁䝷䜲䞁分析䝒䞊䝹公開 

Global Forest Watch 䛿特定䛾地域䠈時㛫内䛷䛾森林変化䜢

GIS䠄地理情報䝅䝇䝔䝮䠅䛻䛴䛔䛶䛾経㦂䛜䛺䛟䛸䜒⾨星画像

䛛䜙分析䛷䛝䜛無料䛾䜸䞁䝷䜲䞁䝋䝣䝖䜢公㛤䚹 

[Mongabay 1月6日] 

䝁䞁䝂盆地に世界最大の熱帯泥炭地の存在が判明 

䝁䞁䝂盆地中央㒊䛾広大䛺泥炭地䛿 2012 年䜎䛷知䜙䜜䛶䛔

䛺䛛䛳䛯䛜䠈Nature ㄅ䛻発⾲䛥䜜䛯ⱥ䝸䞊䝈大学䛾ㄪ査䛻䜘

䜚䠈14.5 万㎢䛸世界最大つ模䛷䠈全世界䛾熱帯泥炭地䛾炭素

䛾 30䠂䛻当䛯䜛 300 億䝖䞁䜢⵳䛘䛶䛔䜛䛣䛸䛜判明䚹  

[Environment News Service 1月17日] 

䝇䝬䝖䝷島の 2県で森林火災の非常事態宣言 

䝇䝬䝖䝷島䝸䜰䜴州䛾 2県䛷早䛟䜒森林火災䛾㠀常事態宣ゝ䛜

発䛫䜙䜜䛯䚹2017 年䛿乾燥䛧䛯気㇟条件䛜予測䛥䜜䠈6 月䛛

䜙 10月䛻䛛䛡䛶 2015年䛾大火災䛾再来䛜懸念䛥䜜䛶䛔䜛䚹 

[Jakarta Post 1月21日] 

雨季でも違法伐採䜢監視でき䜛衛星「だいち 2号」 

日本䛾地球ほ測⾨星䛂䛰䛔䛱 2 号䛃䛿䜰䞁䝔䝘䛛䜙発射䛧䛯

㟁波䛜地上䛛䜙反射䛥䜜䛯」数䛾㟁波䜢合成䛧䛶森林䛾有

無䜢天候䛻左右䛥䜜䛪䛻ゎ析䛷䛝䜛䚹䛣䛾㧗性⬟䝺䞊䝎䞊䜢

使䛳䛯䛂熱帯林早期㆙戒䝅䝇䝔䝮䛃䜢 JICA 䛸 JAXA䛿昨年 11

月䛻䜴䜵䝤上䛻公㛤䛧䛯䚹 [朝日 1月22日] 

䝏䝸中䞉南部の森林火災で 50万䡄䠽が焼失 

䝏䝸中㒊䛛䜙南㒊䛷䠈1月下旬䛛䜙50万ha以上䛾森林䜢焼䛝

尽䛟䛩同国史上最悪䛾火災䛜猛威䜢振䜛䛳䛯䚹10 年㏆䛟続䛟

干䜀䛴䠈歴史的䛺㧗温䛸強㢼䛻䜘䜚火災䛜拡大䛧䠈少䛺䛟䛸䜒

11人䛜火災䛾犠牲䛻䛺䜚䠈43人䜢放火䛾疑䛔䛷㐊捕䚹 

 [Environment News Service 2月6日䜋䛛] 

䜲䞁䝗䝛䝅䜰が泥炭地の水位監視䝅䝇䝔䝮䜢義務化 

泥炭復⯆庁䠄BRG䠅䛿䜰䝤䝷䝲䝅等䛾土地㛤発権䜢持䛴企業

䛻対䛧䠈泥炭地䛜湿潤状態䜢保䛴䜘䛖䠈地下水位䜢䝰䝙䝍䞊

䛧䛶グ㘓䛩䜛water logger䝅䝇䝔䝮䛾タ⨨䜢⩏務付䛡䜛つ制䜢

䜎䜒䛺䛟実施䚹 [Channel News Asia 2月7日䜋䛛] 

FSCが䜸䞊䝇䝖䝸䜰の企業䜢違法伐採で資格停止に 

FSC 䛿 1 年以上䛻䜟䛯䜛ㄪ査䛾末䠈䜸䞊䝇䝖䝸䜰䛾木材企業

Schweighofer社䜢䝹䞊䝬䝙䜰䛾国立公園䜢含䜐地域䛛䜙䛾㐪

法木材䜢ㄪ㐩䛧続䛡䛶䛝䛯䛸䛧䛶䠈㈨格停止処分䛻䚹䝹䞊䝬

䝙䜰䛻䛿欧州最後䛾低地原生林䛜䛒䜛䚹 

[Mongabay 2月23日] 

熱帯林破壊の䝩䝑䝖䝇䝫䝑䝖の新たな分析結果 

Global Forest Watch䛻䜘䜚䜰䝬䝌䞁䠈䝁䞁䝂䠈䜲䞁䝗䝛䝅䜰䛷䛾

14 年㛫䛾森林破壊䛾䝩䝑䝖䝇䝫䝑䝖䛾変化䛜䝡䝑䜾䝕䞊䝍分

析䛷明䜙䛛䛻䛥䜜䛯䚹[World Resources Institute 2月26日] 



ウ䞊タ䞁会員の䝨䞊ジ䠄第䠏回䠅 

䜴䞊䝍䞁䞉森と生活䜢考え䜛会の会員には、い䜝い䜝なことで活躍さ䜜てい䜛かたがたくさ䜣お䜙䜜ま

す。その䜘うな会員の䜏なさ䜣に、自己紹介䞉近況䞉入会の動機䞉期待䞉提案など䜢自由に書いていた

だくことに䜘䜚、会員相互の交流䜢深䜑、今後の会の運営に䜒生かしていきたいと思います。書いて䜏

たいというかたは、䜴䞊䝍䞁䞉森と生活䜢考え䜛会に䝯䞊䝹などでご連絡下さい。䠄米澤䠅 

㏆況報告㸭浅⏣ ⪽ 

 こんにちは、みなさん。ウータンのミー

テイングに参加しなくなってから随分と

久しくなりますが、いつも楽しく会報誌を

読ませていただいています。転職を機に関

西から関東へと転勤になり、現在は自然豊

かな栃木県の那須㧗原で暮らしています。

那須は自然豊かな地域で、様々な生態系が

存在する、いわば日本の中のボルネオと言

っても過言ではない素晴らしい場所です。

会報誌を読んでボルネオのタンジュン・プ

ティンの状況については大変危惧していますが、ウータンの活動として、個人的にはクラ

ウドファンディングの利用による現地スタッフへの資金援助や㹑㹌㹑、メルマガを利用し

た会員への情報発信、それから従来から行っているエコツアーや集会等に力を入れて、こ

れからも活動を続けていっていただきたいと思っています。特に、環境問題に対して興味

を持っている潜在的な人たちの掘り起こしは、これからのウータンの活動にとって、とて

も重要な意味を持ってくると思います。現在は、なかなか関西に戻る機会がないのですが、

今後、機会があれば是非、関西や東京でのイベント等に参加をしたいと思っていますので、

ウータンのスタッフの皆さん、頑張って活動を続けてください。 
㧗㜰@⫱児専念中 
  こんにちは。㧗阪です。今は 2歳と 1歳の二児の母となり、子どもたちの世話、遊び相
手、家事の日々を送っているため、とても久しぶりの投稿となります。 
 
 私は 2008年㹼2012年頃、積極的にウータンに参加していました。私たちの生活により、
知らず知らずのうちに、海外の平和に暮らす人々の生活を脅かしているというのが嫌で、

なんとか㣗い止めたいというのが私の㢪いです。私はもともと青年海外協力隊でボルネオ

島で活動していた経㦂があったので、大好きなボルネオにも直接関われるウータンの活動

を選択しました。ウータンでは、少人数ながら、地道な努力で成果をあげられてるところ、

草の根の協力をされてるところ等、学ばせていただいたところがたくさんあり、活動自体

とても楽しかったです。特に FNPFのバスキさんとの出会いは、私の人生にとってとても
貴重なものとなりました。快くバスキさんのフィールドへ行かせてくれた西岡さんをはじ

め、ウータンのベテランの方々にはとても感謝しています。 
   今は毎晩疲れて子どもたちと一緒に寝てしまい、自分の時間がほとんどとれない日々の
ため㸦3年間一度も㣧み会に行ってません㸧、ウータンの活動に以前のように参加できない
状況ですが、ウータンの活動を心より応援しています。 

 



ǤȎさǜのきまぐǕᛠ୿あǜない    井下祥子 

                                 

『生物多様性どう生かすか』保全・利用・分配を考える 

          山村則夫編 昭和堂 2011年 

ᧈ年熱帯林の生物を研究してきた湯本貴和氏による「生物多様性は生かされ

てきたか 持続的利用と破綻の歴史」他、「科学と政治のあいだ」「᫢卓から

考える」「遺伝資源利用による利益の衡平で公正な配分」など。  

たとえば、Ხ千種あったコメのうち、現在売られている品種は、たった 10

数種。それも「美味しい」コシヒカリの系統ばかり。将来環境が激変したとき

はどうなるか…Ჹ 

原生林保護、といった観点だけでなく、私たちが日々選んでいる「くらし」のあり方も

問われる。  

 

会計より        ありがとうございましたᲛ   井下祥子                  

会ᡰẮ寄付ὤ἖ἱἲ἖ἱ方（ 2016.9.2Ỗ～2017.2.23ề Ề敬称略ề 

浅田ᒥ 池田光司 ᳴川ὐ἟ 上杉朋子 江崎᦮彦 太田敏一 岡本書明 笠原ᖋ俊  

小崎有᎒ ᥆ᙰ大介 下山久ᑤ子 澤井敏ᦷ 住田好江 ὰᾛὼὲάὩὼᾨᾤᾓᾯẮ᱕本᫆᫇ 

田岡ὓἢὑ 田中亜子 田村ጩ子 地球ὀ友᧽沢Ắ三国千秋 堤春恵 寺川庄ᘸ ᭈ波健 

朴勝俊 半田  平井ᖋ司 廣岡睦 深町加代子 福永一ᑤ ᙰ岡正ᬸ ᙰ村ὁὝἚ  

古沢宏祐 本田次男 本田実 柳下恵子 湯川὞἖子 吉田千᧸ ፝澤ᔹ治 渡ᦩ晋  

 

 ὩᾸᾎᾒὼὧ火災支援ὰᾸᾖὤ἖ἱἲ἖ἱ方 Ề敬称略ề 

池田光司 上ᗪ寛 柴᧺正ᕵ 下山久ᑤ子 田中亜子 寺川庄ᘸ  

 福本敬夫 熱帯林保ᠯ団体Ắ南研子 湯川὞἖子 

 ＜Ἔἱ὚὜ἝὛ＞ 

   ✩私ὁᎱ活ὤᥴὓἼ἞ὛẪὫーᾄᾸὀ活動ὤ᝶守ἵἸ἖ὐἫẫᖇ἖力἞増ἚἱἥἺὁ 

Ꭳ晴ὛἩ἖ἹἫἿẫ国Ὂὀ働἟Ἕἣὔ必ᝰἲἺἜὔ἖ὐἫẫỀ抜፤ề     A.C 

✩ἼἝἼἝ᫗ᝯἽὁ戻὞ὐἭὥ἞Ẫ἞ὥὂἵἸ活動ὤᏑἣἸἡἲἧ἖ẫ    S.A 

           

 

 

 

 

 

振᥀用᎟ὤὔἵἸ᮶収Ἵ代ἚἧἭἸ἖ἱἲ἟ὐἫẫ 

᮶収書἞ἦ入用ὀ方ὁẪἜ手数ἹἫ἞振᥀用᎟ἽἯὀ由ἦស入ἡἲἧ἖ẫỀᾦᾈᾀーώὔ掲ᤋἧἭἸ἖ἱἲ

ἡἥἺὔἦἨ἖ὐἫẫ掲ᤋ不可ὀ場合ὁἜ書἟添Ἒἡἲἧ἖ề  

✩ 口座間ỉ送金ử利用ẰủộẴể、ấ名前ỉỐụầễỉỚỉ通知Ệễụ、住所不明ỉẺỜ、新規ỉ方Ị会報ầ

届Ầễい場合ầあụộẴ。ấ手数ỂẴầ、振込用紙ửắ利用ẪẻẰい。 



ỼἻὅウὊἑὅを守る 熱い男 ἡἽἙィさん大阪に来るὲ 
ᾃ月ᾀᾅ日ί日ὸᾀᾃᾉ὿὿῍ᾀᾅᾉᾂ὿ί開場ᾀᾂᾉᾃ὿ὸ 

会場ᾉἛὊὅἍὅἑὊί大阪府立男女共同参画Ὁ青少年ἍὅἑὊὸ和室ᾀὉᾁにて 

オランウータンはインドネシアのスマト

ラᓥとボルネオᓥの㝈られた場ᡤにしか

⏕ᜥしていません。᳃ᯘῶᑡによるオラン

ウータン⤯⁛の危ᶵが叫ばれるようにな

って久しいですが、インドネシアではアブ

ラヤシ㎰園の㛤Ⓨなどにより、῝刻な≧ἣ

が⥆いています。この問㢟は「ぢえないἜ

㸻パームἜ」を㏻じてᐇはわたしたちの⏕

άとも῝いつながりをᣢっているのです。                          

このセミナーでは、インドネシアのボル         䠄ド䞊䞁セ䞁タ䞊ホ䞊䝮ペ䞊ジより䠅 

ネオを中ᚰに、᭱前⥺の⌧場でオランウータンのᩆ助・保ㆤά動を⾜っている C.O.P㸦Center for 

Orangutan Protection㸧からハルディさんをᣍき、⌧在オランウータンが┤㠃する❓≧についておヰして

いただき、⚾たちに何ができるかを⪃えます。 

【内ᐜ】「᪥ᮏとパームἜのつながり」㸦▼ᓮ㞝一㑻㸸ウータン・᳃と⏕άを⪃える会事務ᒁ㛗㸧 

    「ボルネオの᳃ᯘ◚壊とオランウータン」㸦ハルディ・バクチャントロ㸸Center for Orangutan Protection)、

㏲ḟ㏻ヂ付、「㉁␲ᛂ⟅、ディスカッション」 

【参加㈝】↓ᩱ 

【お⏦㎸】yuruissy@gmail.com ▼ᓮまで 

【主催】⇕ᖏᯘ⾜動ネットワーク㸦JATAN㸧 

【協力】ウータン・᳃と⏕άを⪃える会、メコン・ウォッチ、FoE Japan、地⌫・人㛫⎔境フォーラム㸦㹅㹃㹄㸧 

レインフォレスト・アクション・ネットワーク᪥ᮏ代⾲㒊、サラワク・キャンペーンጤ員会、 

ボルネオ保全トラスト・ジャパン 

【問合せ】すᒸ㸦hutan.nishioka@docomo.ne.jp㸧、▼ᓮ㸦info@hutangroup.org 090-8145-1146㸧まで 

㸦内ᐜはことなりますが、ハルディさんのㅮ₇会が 4᭶ 14᪥㸦㔠㸧19᫬ 00分から、サラヤᰴᘧ会♫のᮏ 

⏫すビルでも㛤催されます。㸧 

※ὫーᾄᾸ・森Ἲ生活ὤ考ἚὝ会Ὂὀἦ支援ὤἜ願἖ἩὐἫ。ἦ寄付ὀ振込先ὁ以下ὀ通὜ἹἫ。 

᣺㎸ඛ㸸ゆうちょ㖟⾜ 㸮㸮㸷㸱㸮-㸲-㸱㸶㸶㸮 ウ࣮タ࣭ࣥモリトセイカツࣤカࣥガエルカイ 

 （会費ὤ頂἖ἱ方ὔ含ὓ、ἫὋἸὀ方Ἵ振込用紙ὤ同封ἩἸἜ὜ὐἫ。ἦ了承ἡἲἧ἖ề 

※インドネシア᳃ᯘⅆ⅏カンパの報告は、もうᑡし㐜れます。⏦しヂありません。 


